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の一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正についての一部訂正について

当社は、2023年11月１日付で開示いたしました「2023年９月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部を訂正い

たしましたので、以下のとおりお知らせします。

また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。

記

１．訂正の内容及び理由

訂正の内容及び理由につきましては、別途、本日（2025年５月15日）付「過年度有価証券報告書等の訂正報告書

の提出及び過年度決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。

２．訂正箇所

訂正箇所には を付して表示しております。

なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、訂正後のみ全文を記載しております。

以 上



(訂正後)

2023年９月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2023年11月１日

上 場 会 社 名 株式会社サイバーエージェント 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 4751 URL https://www.cyberagent.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役 代表執行役員 社長 (氏名) 藤田 晋

問合せ先責任者 (役職名) 取締役 専務執行役員 (氏名) 中山 豪 (TEL) 03-5459-0202

定時株主総会開催予定日 2023年12月８日 配当支払開始予定日 2023年12月11日

有価証券報告書提出予定日 2023年12月８日

決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 （ 動画配信のみ ）

(百万円未満切捨て)
１．2023年９月期の連結業績（2022年10月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

包括利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 719,451 1.3 22,351 △66.9 22,710 △66.6 3,540 △84.5 10,895 △68.6

2022年９月期 709,923 6.6 67,552 △35.1 67,902 △34.9 22,901 △44.5 34,645 △46.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年９月期 6.99 6.30 2.5 5.3 3.1

2022年９月期 45.29 42.86 16.9 17.8 9.5

(参考) 持分法投資損益 2023年９月期 △91 百万円 2022年９月期 △313 百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 475,222 228,450 140,961 29.7 278.47

2022年９月期 381,933 221,245 142,595 37.3 281.85

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年９月期 20,822 △40,290 53,491 201,780

2022年９月期 17,946 △31,412 △2,801 168,035

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年９月期 － 0.00 － 14.00 14.00 7,082 30.9 5.2

2023年９月期 － 0.00 － 15.00 15.00 7,592 214.4 5.4

2024年９月期(予想) － － － 15.00 15.00 －

３．2024年９月期の連結業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 750,000 4.2 30,000 34.2 30,000 32.1 8,000 126.0 15.80
(注)詳細は、３ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご欄ください。



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年９月期 506,191,200株 2022年９月期 505,924,000株

② 期末自己株式数 2023年９月期 1,040株 2022年９月期 1,004株

③ 期中平均株式数 2023年９月期 506,048,563株 2022年９月期 505,655,340株

(参考) 個別業績の概要

１．2023年９月期の個別業績（2022年10月１日～2023年９月30日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 403,045 11.0 4,806 △60.3 9,658 △33.4 7,292 △27.2

2022年９月期 363,045 15.3 12,102 △33.4 14,502 △43.5 10,018 －

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2023年９月期 14.41 13.23

2022年９月期 19.81 18.67

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 197,808 37,536 35,498 17.9 70.12

2022年９月期 132,442 36,306 34,612 26.1 68.41

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当社グループは、スマートフォン市場の成長を取り込む一方で、中長期の柱に育てるため、新しい未来のテレ

ビ「ABEMA」への投資を継続し、当連結会計年度における売上高は719,451百万円（前年同期比1.3％増）、営業利

益は22,351百万円（前年同期比66.9％減）、経常利益は22,710百万円（前年同期比66.6％減）、親会社株主に帰

属する当期純利益は3,540百万円（前年同期比84.5％減）となりました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①メディア事業

メディア事業には、「ABEMA」、「WINTICKET」等が属しております。

新しい未来のテレビ「ABEMA」の関連売上高が好調に推移し、売上高は141,263百万円（前年同期比25.8％増）、

第１四半期の「FIFA ワールドカップ」の配信等への大型投資により、営業損益は12,873百万円の損失計上（前年

同期間13,218百万円の損失計上）となりました。

②インターネット広告事業

インターネット広告事業には、インターネット広告事業本部、AI事業本部等が属しております。

インターネット広告市場成長率※以上の増収率を継続しシェア拡大につなげ、売上高は404,517百万円（前年同

期比7.6％増）、AI・DX分野への積極投資により、営業損益は17,461百万円の利益計上（前年同期比26.3％減）と

なりました。

※市場成長率：2023年度前年比6.8％増の予想

日経広告研究所「2023年度の広告費予測（2023年７月公表）」より

③ゲーム事業

ゲーム事業には、㈱Cygames、㈱Colorful Palette、㈱サムザップ、㈱アプリボット等が属しております。

収益性の高いタイトルの減収により、売上高は179,119百万円（前年同期比21.6％減）、営業損益は22,708百万

円の利益計上（前年同期比62.5％減）となりました。

④投資育成事業

投資育成事業にはコーポレートベンチャーキャピタル、㈱サイバーエージェント・キャピタルにおけるファン

ド運営等が属しており、売上高は3,198百万円（前年同期比27.9％減）、営業損益は1,840百万円の利益計上（前

年同期比27.1％減）となりました。

⑤その他事業

その他事業には、㈱マクアケ、㈱リアルゲイト等が属しており、売上高は28,976百万円（前年同期比12.7％

増）、営業損益は358百万円の利益計上（前年同期間16百万円の損失計上）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における総資産は475,222百万円（前連結会計年度末比93,289百万円の増加）となりました。

これは、主に転換社債型新株予約権付社債の発行及び長期借入金の増加によるものであります。

負債は246,772百万円（前連結会計年度末比86,085百万円の増加）となりました。これは、主に転換社債型新株

予約権付社債の発行及び長期借入金の増加によるものであります。

純資産は228,450百万円（前連結会計年度末比7,204百万円の増加）となりました。これは、主に親会社株主に帰

属する当期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加及び非支配株主持分の増加によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて33,745百万円増加し、201,780百万

円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは20,822百万円の増加（前年同期間は17,946百万円の増加）となりました。

これは、主に利益の計上及び法人税等の支払によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは40,290百万円の減少（前年同期間は31,412百万円の減少）となりました。

これは、主に固定資産の取得によるものであります。



3

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは53,491百万円の増加（前年同期間は2,801百万円の減少）となりました。こ

れは、主に長期借入れによる収入、転換社債型新株予約権付社債の発行及び償還によるものであります。

（４）今後の見通し

2024年９月期の業績予想につきましては、広告事業・メディア事業が増収を牽引し、連結売上高前期比4.2％増の

7,500億円。連結営業利益につきましては、ゲーム事業における既存タイトルの長寿命化・新規タイトルのリリー

ス、新しい未来のテレビ「ABEMA」の赤字縮小と広告事業は営業利益の改善を見込み前期比34.2％増の300億円とし、

前期比増収増益を予想。

それに伴い連結経常利益においても300億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比126.0％増の80億円とし

ております。

また、当社は株主のみなさまに対する利益還元を経営の重要課題と認識しており、事業の成長、資本効率の改善

等による中長期的な株式価値の向上とともに、配当を継続的に実施していきたいと考えております。現在、中長期

の柱に育てるべく2016年９月期より新しい未来のテレビ「ABEMA」に先行投資をしており、投資期においても株主の

みなさまに中長期でご支援いただけるよう2017年９月期より「DOE５%以上」を経営指標としております。2024年９

月期の通期連結業績予想の公表に伴い、経営指標の「DOE５％以上」を目安とし2024年９月期の期末配当予想を15円

といたしました。

なお、本件につきましては、2024年12月開催予定の第27回定時株主総会に付議する予定です。

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づいており、実際の業績等は様々な不確定要素によ

り大きく異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、会計基準につきましては日

本基準を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当連結会計年度
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 165,907 199,579

受取手形、売掛金及び契約資産 71,139 81,199

棚卸資産 4,262 8,977

営業投資有価証券 16,457 19,034

その他 34,109 39,679

貸倒引当金 △36 △489

流動資産合計 291,840 347,980

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,346 12,250

工具、器具及び備品（純額） 5,846 8,358

その他 1,781 3,977

有形固定資産合計 18,974 24,586

無形固定資産

のれん 4,843 7,084

ソフトウエア 5,076 6,053

ソフトウエア仮勘定 10,205 16,313

その他 1,927 4,106

無形固定資産合計 22,054 33,557

投資その他の資産

投資有価証券 22,907 36,749

長期貸付金 226 108

繰延税金資産 7,028 8,198

その他 18,896 24,053

貸倒引当金 △17 △77

投資その他の資産合計 49,041 69,033

固定資産合計 90,070 127,177

繰延資産 21 64

資産合計 381,933 475,222



5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当連結会計年度
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 59,212 71,597

未払金 15,858 21,540

短期借入金 2,380 3,142

未払法人税等 5,036 3,115

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社
債

20,023 －

その他 27,407 34,824

流動負債合計 129,919 134,219

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 20,102 60,584

長期借入金 3,750 43,355

勤続慰労引当金 2,787 3,401

資産除去債務 2,250 2,406

繰延税金負債 371 1,040

その他 1,505 1,763

固定負債合計 30,768 112,552

負債合計 160,687 246,772

純資産の部

株主資本

資本金 7,239 7,369

資本剰余金 11,636 12,218

利益剰余金 117,534 113,986

自己株式 △1 △1

株主資本合計 136,409 133,572

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,887 7,196

為替換算調整勘定 298 191

その他の包括利益累計額合計 6,185 7,388

新株予約権 1,747 2,092

非支配株主持分 76,903 85,396

純資産合計 221,245 228,450

負債純資産合計 381,933 475,222
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

売上高 709,923 719,451

売上原価 491,417 527,802

売上総利益 218,505 191,648

販売費及び一般管理費 150,953 169,296

営業利益 67,552 22,351

営業外収益

受取利息 139 189

受取配当金 384 374

受取賃貸料 163 525

その他 311 175

営業外収益合計 999 1,263

営業外費用

支払利息 54 127

減価償却費 56 170

投資有価証券評価損 86 115

持分法による投資損失 313 91

為替差損 9 191

その他 128 207

営業外費用合計 648 904

経常利益 67,902 22,710

特別利益

投資有価証券売却益 491 －

関係会社株式売却益 805 1,000

その他 336 470

特別利益合計 1,633 1,470

特別損失

減損損失 7,742 1,453

支払補償損失 － 628

その他 557 1,772

特別損失合計 8,299 3,854

税金等調整前当期純利益 61,236 20,326

法人税、住民税及び事業税 21,155 12,006

法人税等調整額 1,984 △830

法人税等合計 23,140 11,175

当期純利益 38,096 9,151

非支配株主に帰属する当期純利益 15,194 5,611

親会社株主に帰属する当期純利益 22,901 3,540
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

当期純利益 38,096 9,151

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,516 1,829

為替換算調整勘定 70 50

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 △136

その他の包括利益合計 △3,450 1,743

包括利益 34,645 10,895

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 19,332 4,742

非支配株主に係る包括利益 15,313 6,152
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2021年10月１日 至 2022年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 7,203 11,198 100,442 △67 118,775

会計方針の変更による

累積的影響額
△17 △17

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
7,203 11,198 100,424 △67 118,758

当期変動額

新株の発行（新株予約

権の行使）
35 35 71

剰余金の配当 △5,560 △5,560

自己株式の処分 65 66 131

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
84 84

連結範囲の変動 252 △231 20

親会社株主に帰属する

当期純利益
22,901 22,901

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 35 438 17,109 66 17,650

当期末残高 7,239 11,636 117,534 △1 136,409

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 9,517 237 9,755 1,320 63,940 193,792

会計方針の変更による

累積的影響額
△17

会計方針の変更を反映し

た当期首残高
9,517 237 9,755 1,320 63,940 193,775

当期変動額

新株の発行（新株予約

権の行使）
71

剰余金の配当 △5,560

自己株式の処分 131

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
84

連結範囲の変動 20

親会社株主に帰属する

当期純利益
22,901

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△3,630 60 △3,569 426 12,962 9,819

当期変動額合計 △3,630 60 △3,569 426 12,962 27,470

当期末残高 5,887 298 6,185 1,747 76,903 221,245
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当連結会計年度(自 2022年10月１日 至 2023年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 7,239 11,636 117,534 △1 136,409

当期変動額

新株の発行（新株予約

権の行使）
130 130 260

剰余金の配当 △7,082 △7,082

自己株式の取得 △0 △0

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
451 451

連結範囲の変動 △5 △5

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,540 3,540

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 130 581 △3,548 △0 △2,836

当期末残高 7,369 12,218 113,986 △1 133,572

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 5,887 298 6,185 1,747 76,903 221,245

当期変動額

新株の発行（新株予約

権の行使）
260

剰余金の配当 △7,082

自己株式の取得 △0

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
451

連結範囲の変動 △5

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,540

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
1,308 △106 1,202 345 8,492 10,040

当期変動額合計 1,308 △106 1,202 345 8,492 7,204

当期末残高 7,196 191 7,388 2,092 85,396 228,450
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 61,236 20,326

減価償却費 8,685 8,104

減損損失 7,742 1,453

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △590 △2,570

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 2,164 △9,560

棚卸資産の増減額（△は増加） △964 △2,784

仕入債務の増減額（△は減少） 4,479 10,074

前払費用の増減額（△は増加） △4,207 △2,178

未払金の増減額（△は減少） △1,312 2,964

その他 △14,353 6,745

小計 62,879 32,577

利息及び配当金の受取額 419 418

利息の支払額 △54 △127

法人税等の支払額 △45,298 △12,045

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,946 20,822

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産及び投資不動産の取得による支出 △16,926 △13,078

無形固定資産の取得による支出 △9,164 △12,497

投資有価証券の取得による支出 △1,965 △11,827

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△1,637 －

その他 △1,717 △2,887

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,412 △40,290

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 3,181 40,928

転換社債型新株予約権付社債の発行による収入 － 40,535

転換社債型新株予約権付社債の償還による支出 － △20,000

配当金の支払額 △5,556 △7,075

その他 △426 △896

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,801 53,491

現金及び現金同等物に係る換算差額 292 △278

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,975 33,745

現金及び現金同等物の期首残高 184,082 168,035

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△72 －

現金及び現金同等物の期末残高 168,035 201,780
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２項に

定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用する

こととしております。これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

(表示方法の変更)

（連結損益計算書）

前連結会計年度において、区分掲記していた営業外収益の「助成金収入」は、当連結会計年度において、営業外

収益の総額の100分の10以下となったため、当連結会計年度においては「その他」に含めております。この表示方法

の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、営業外収益の「助成金収入」に表示していた110百万円は「その他」として組替えております。

前連結会計年度において、営業外費用の「その他」に含めて表示していた「為替差損」及び「減価償却費」は、

当連結会計年度において、営業外費用の総額の100分の10を超えたため、区分掲記しております。この表示方法の変

更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、営業外費用の「その他」に表示していた193百万円は、「為替差損」９百万円、「減価償却費」56百万

円、「その他」128百万円として組替えております。

前連結会計年度において、区分掲記していた特別利益の「固定資産売却益」は、当連結会計年度において、特別

利益の総額の100分の10以下となったため、当連結会計年度においては「その他」に含めております。この表示方法

の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、特別利益の「固定資産売却益」に表示していた330百万円は「その他」として組替えております。

(連結キャッシュ・フロー計算書)

前連結会計年度において、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示していた「営業投資有

価証券の増減額（△は増加）」「棚卸資産の増減額（△は増加）」は、当連結会計年度において、重要性が増した

ため、区分掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを

行っております。

また、前連結会計年度において、区分掲記していた営業活動によるキャッシュ・フローの「未払消費税等の増減

額（△は減少）」は、当連結会計年度において、重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示しておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に表示していた△2,931百万円は、「営業投資有価証

券の増減額（△は増加）」△590百万円、「棚卸資産の増減額（△は増加）」△964百万円、「その他」△1,375百万

円として組替えたうえで、営業活動によるキャッシュ・フローの「未払消費税等の増減額（△は減少）」に表示し

ていた△12,977百万円は、「その他」として組替えております。

前連結会計年度において、区分掲記していた財務活動によるキャッシュ・フローの「短期借入金の純増減額（△

は減少）」「投資事業組合員への分配金の支払額」は、当連結会計年度において、重要性が乏しくなったため、

「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の

組替えを行っております。

この結果、「短期借入金の純増減額（△は減少）」2,373百万円、「投資事業組合員への分配金の支払額」△

1,769百万円は、「その他」として組替えております。
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(追加情報)

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び一部の国内連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制

度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実務対

応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42

号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

(セグメント情報等)

a. セグメント情報

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、商品・サービス別の事業本部及び子会社を置き、各事業本部及び子会社は、サービスの向上と売上及び利

益の拡大を目指し、国内外で事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業本部及び子会社を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「メディア

事業」、「インターネット広告事業」、「ゲーム事業」、「投資育成事業」、「その他事業」の５つを報告セグメン

トとしております。

各セグメントに属するサービスの内容は、以下のとおりであります。

報告セグメント 属するサービスの内容

メディア事業 ABEMA、WINTICKET等

インターネット広告事業 広告事業、AI事業等

ゲーム事業 スマートフォン向けゲーム事業等

投資育成事業 ベンチャーキャピタル事業等

その他事業 クラウドファンディング運営事業等

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格

に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報並びに収益の分解情報

前連結会計年度（自 2021年10月１日 至 2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注１)

連結財務諸表

計上額メディア
インターネ

ット広告
ゲーム 投資育成 その他 計

売上高

顧客との契約から生じる収

益(注２)
102,643 352,457 227,987 4,438 22,396 709,923 － 709,923

(1) 外部顧客への売上高 102,643 352,457 227,987 4,438 22,396 709,923 － 709,923

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
9,609 23,598 400 － 3,320 36,929 △36,929 －

計 112,253 376,055 228,387 4,438 25,716 746,852 △36,929 709,923

セグメント利益又は損失

（△）
△13,218 23,701 60,531 2,524 △16 73,522 △5,970 67,552

(注) １.セグメント利益の調整額△5,970百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２.顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。
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当連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

(注１)

連結財務諸表

計上額
メディア

インターネ

ット広告
ゲーム 投資育成 その他 計

売上高

顧客との契約から生じる収

益(注２)
132,484 380,351 178,618 3,198 24,799 719,451 － 719,451

(1) 外部顧客への売上高 132,484 380,351 178,618 3,198 24,799 719,451 － 719,451

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
8,779 24,166 501 － 4,177 37,624 △37,624 －

計 141,263 404,517 179,119 3,198 28,976 757,075 △37,624 719,451

セグメント利益又は損失

（△）
△12,873 17,461 22,708 1,840 358 29,494 △7,142 22,351

(注) １.セグメント利益の調整額△7,142百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

２.顧客との契約から生じる収益以外の収益の額については重要性がないことから、顧客との契約から生じる収

益と区分して表示しておりません。

b. 関連情報

前連結会計年度（自 2021年10月１日 至 2022年９月30日）

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、記載を省略

しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%を占める相手先がないため、記載を省略しておりま

す。

当連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日）

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、記載を省略

しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10%を占める相手先がないため、記載を省略しておりま

す。
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c. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

前連結会計年度（自 2021年10月１日 至 2022年９月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去 合計

メディア
インターネッ

ト広告
ゲーム 投資育成 その他 計

減損損失 804 384 4,253 － 1,761 7,204 537 7,742

当連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去 合計

メディア
インターネッ

ト広告
ゲーム 投資育成 その他 計

減損損失 157 261 942 － 81 1,444 9 1,453

d. 報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

前連結会計年度（自 2021年10月１日 至 2022年９月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去 合計

メディア
インターネッ

ト広告
ゲーム 投資育成 その他 計

当期償却額 16 － 105 － 238 360 － 360

当期末残高 198 － 269 － 4,375 4,843 － 4,843

当連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日）

（単位：百万円）

報告セグメント
全社・消去 合計

メディア
インターネッ

ト広告
ゲーム 投資育成 その他 計

当期償却額 53 － 59 － 234 348 － 348

当期末残高 2,733 － 209 － 4,140 7,084 － 7,084

e. 報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

前連結会計年度（自 2021年10月１日 至 2022年９月30日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2022年10月１日 至 2023年９月30日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度

(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度

(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり純資産額 281円85銭 278円47銭

１株当たり当期純利益 45円29銭 6円99銭

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
42円86銭 6円30銭

(注)１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2021年10月１日
至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

22,901 3,540

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

22,901 3,540

普通株式の期中平均株式数(株) 505,655,340 506,048,563

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する
当期純利益調整額(百万円)

△71 △110

(うち受取利息(税額相当額控除後)(百万円)) (△71) (△97)

(うち子会社及び関連会社の発行する潜在株式に
よる調整額(百万円))

(△0) (△13)

普通株式増加数(株) 27,003,374 37,578,241

(うち転換社債型新株予約権付社債(株)) (25,143,070) (35,893,905)

(うち新株予約権(株)） (1,860,304) (1,684,336)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概
要

－ －

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


